
関西国際空港の現況について

平成 １７ 年 ５ 月 １２ 日

関西国際空港株式会社

KANSAI INTERNATIONAL AIRPORT Co.,Ltd.



【会社の概要】

●設立年月日 昭和５９年（１９８４年）１０月１日

●資本金 ７，４０４億円 （平成１７年３月３１日現在）

内訳：国 ４，９３６億円

地方公共団体（12団体） 1,679.25億円
民間 788.75億円

●役職員数 ４２１名 （平成１７年３月３１日現在）

【空港の概要】

●位置・規模 大阪湾南東部泉州沖５ｋｍの海上

（面積 約５１０ｈａ 、滑走路 ３，５００ｍ１本）

●運用実績 １０年間（平成６年９月開港～平成１６年８月）の延べ数

・離着陸回数 １１３万回 （約３百回／日）

・航空旅客数 １．８億人 （約５万人／日）

・航空貨物量 ７３３万ﾄﾝ （約２千ﾄﾝ／日）

輸出航空貨物輸出航空貨物
（重量ベース、平成１６年９月税関データ）

関西空港 ２３％

成田空港５７％

関西空港 ２７％

成田空港６５％

名古屋空港

１０％

福岡空港：５％

名古屋空港：
４％

その他：６％ 伊丹空港 １６％ 伊丹空港 １４％

福岡空港：２％

その他：２％

※伊丹空港のデータ

は、平成５年実績

（２） 空港の特長

－ １ －

（１） 空港の概要

１．関西空港の概要

当社は、関西国際空港の設置及び管理を効率的に行うこと等を目的として、昭和５９年６月に施行された関西国際

空港株式会社法に基づき､政府､地方公共団体及び民間の共同出資により設立された特殊法人。

日本人出入国者日本人出入国者
（平成１６年暦年実績、法務省データ）

※端数処理のため、合計値は合致しない。
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旅客便数 旅客便数

貨物便数
貨物便数

SARSの影響

－ ２ －

２．関西空港の国際線就航便数（定期便）の推移

テロの影響

国際線（夏期スケジュール）就航便数 推移国際線（冬期スケジュール）就航便数 推移 （便／週）（便／週）

年 年

テロの影響

開港以来、過去最高便数！（７５都市（３１カ国）に就航）

（計画値）



北京：３８便／週
（内、貨物３．５便／週）

（経由便０．５便／週含む）

上海：８１便／週
（内、貨物１８便／週）
（経由便１１．５便／週含む）

青島：９．５便／週
（内、貨物１．５便／週）
（経由便４．５便／週含む）

大連：１３便／週
（経由便３．５便／週含む)

厦門：８．５便／週
（内、貨物１．５便／週）
（経由便１．５便／週含
む）

関西空港

煙台：３便／週
（経由便３便／週含む）

昆明：３便／週
広州：１４便／週

南京：２便／週

瀋陽：５便／週

杭州：５便／週

香港：６２便／週
（内、貨物２４便／週）
（経由便６便／週含む）

（注）

１．枠で囲った都市名：関空開港時（94年
９月）の就航都市 （計５都市）

２．経由便数は、旅客便・貨物便の合計

３．青文字：関空に就航しており、成田に
は就航していない都市 （計５都市）

深圳：２．５便／週
（内、貨物２．５便／週）

1994年夏期ｽｹｼﾞｭｰﾙ
都市数 ５都市
便数 ４５便／週

（経由便数除く）

2005年夏期ｽｹｼﾞｭｰﾙ（８月）
都市数 １５都市

便数 ２２０便／週に！
（経由便数除く）

福州：２便／週

海口：２便／週

～中国１５都市と結ばれた日本最大の路線数～

－ ３ －

３．関西空港の充実した中国路線網
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7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

関空＋伊丹

関西空港

（１日平均 臨時便・その他便を含む実績値）

伊丹空港

１３５便／日

（便／日）

４１便／日 確実な回復へ！

５２便／日 （4,5月ﾀﾞｲﾔ）

５５便／日 （6月ダイヤ）

４．関空と伊丹の国内線着陸回数の推移

－ ４ －



５．より使いやすくなる関西空港の国内線

（１） 国内線の確実な回復 （２） ますます便利になる“関空＝羽田便”

※ 平成１７年４，５月ダイヤ

１４路線
４０便／日

（平成１７年２月ダイヤ）

平成１７年４月から、１４便増便！

○日本航空 ６便増 ・札幌 ＋２便

・福島 ＋１便 （新規）
・女満別 ＋１便
・旭川 ＋１便 （新規）
・函館 ＋１便

○ 全日空 ４便増 ・札幌 ＋２便

・宮崎 ＋１便
・鹿児島 ＋１便

○ ｽｶｲﾏｰｸ ４便増 ・羽田 ＋４便

上記のほか、秋田・松山・福岡・那覇・宮古島・石垣も運航中。

伊丹の運用見直し（初年度）
による復便（１０便）

ｽｶｲﾏｰｸ社の就航（４便）

※３月１１日運航開始

今年度は

出発時間帯運航社 関空 羽田

06:00～ ANA 6:45 7:50
JAL/SKY 6:55 8:00

07:00～ ANA 7:00 8:05
ANA 7:20 8:25
JAL/SKY 7:45 8:50

08:00～ SKY/JAL 8:40 9:45
09:00～ ANA 9:55 11:00
10:00～
11:00～
12:00～ SKY/JAL 12:20 13:25

13:00～
14:00～ JAL/SKY 14:50 15:55
15:00～
16:00～ SKY/JAL 16:05 17:10
17:00～ JAL 17:05 18:10
18:00～ JAL 18:40 19:45
19:00～ ANA 19:10 20:15
20:00～ SKY/JAL 20:00 21:05

21:00～ JAL/SKY 21:10 22:15
ANA 21:25 22:30

22:00～ ANA 22:05 23:10
JAL 22:15 23:20

出発時間帯運航社 羽田 関空

06:00～ SKY/JAL 6:45 8:00
ANA 6:45 8:00
JAL 6:55 8:10

07:00～ ANA 7:35 8:50

08:00～
09:00～ JAL/SKY 9:00 10:15
10:00～ SKY/JAL 10:25 11:40
11:00～ ANA 11:10 12:25
12:00～ ANA 12:05 13:20

JAL/SKY 12:45 14:00
13:00～
14:00～ SKY/JAL 14:10 15:25
15:00～
16:00～ JAL 16:35 17:50
17:00～ SKY/JAL 17:55 19:10
18:00～
19:00～ JAL/SKY 19:20 20:35
20:00～ ANA 20:00 21:15

JAL 20:40 21:55
ANA 20:55 22:10

21:00～ JAL/SKY 21:00 22:15

22:00～ ANA 21:45 23:00

－ ５ －



６．経営改善の取り組み状況

■「経営改善計画」の策定（平成１５年３月）

１５年度から１７年度を経営改善集中期間と位置づけ、経費削減（３０億円）、人員削減（約１割の５０人）、

需要喚起等を内容とする計画を策定。

■「経営改善計画アクションプラン」の策定（平成１５年１０月）

「経営改善計画」の確実な達成と「お客様本位の空港経営への変革」を目指したアクションプランを策定。

■地元経済界、自治体の協力のもと国内外へのエアポートプロモーションの強化

・地元経済界、自治体の協力のもと海外プロモーション活動（１６年度は３０本以上を実施）および国内プロ

モーション活動（北海道、九州、東北など）を展開中。

■「FLY FROM KIX」キャンペーンの多角的展開と「ビジット・ジャパン・キャンペーン」との連携

・旅行会社と提携した企画旅行商品の販売（特別企画『関空１０点満点!!』：ＪＴＢ主催）。

・首都圏でのＰＲ活動を展開（「羽田→関空→中国」の利便性をＰＲ） など。

■「関空利用促進行動計画・アクション５０」の推進

地元経済界、自治体等と一体となって５０の利用促進策をまとめ強力に推進（修学旅行の関空利用運動、

海外の日本食レストランでの関西・関空ＰＲなど）。

■経済界協力による「関空利用促進宣言」

海外出張や航空貨物輸送等に際して関空利用を促進することを宣言（３月末現在、５３０社が賛同）。

（１） 経営改善プランの策定

（２） エアポートプロモーションや需要喚起策の強化

－ ６ －



■人員削減 ３年間（H15～H17）で社員数の約１割（５０人以上）を目標

→１５、１６年度の２年間合計で３０数名の削減見込み。

■運営経費 ３年間（H15～H17）で３０億円削減を目標

→平成１６年度中間期末で計画を上回る３２億円を削減。

■不採算事業の見直し

→エアロプラザタカシマヤ閉鎖（平成16年3月末） 、ホテル事業の見直し（平成16年4月以降実施）。

（３） お客様へのサービス向上と新たな賑わい創出（エアポート・ルネッサンス）

（４） 経費削減の取り組み

■遅くとも２００５年度（１７年度）までに単年度黒字化を目指す

→１年前倒しで１６年度達成の見通し。

（５） 経営目標

■新たな賑わい創出への取り組み

・関空見学展望ホールのリニューアル、開港１０周年記念事業の連続的開催。

■お客様ニーズに応えたサービスの充実

・お客様のニーズに応えて「ペットホテル」、「シャワールーム」などの設置。

・訪日外国人旅行者のための情報発信機能の強化（「観光情報センター」の設置）。

■新たな増収への取り組み

・当社の収入の核となる免税店事業の展開（総合免税店のリニューアル、免税ブランドブティックの増設）。

・ブティック店舗は、日本最大規模に拡充（約６３０㎡）

－ ７ －



７－１． 当社の経営状況 ～海上空港ゆえの高コスト構造～

連結貸借対照表 （平成１６年３月３１日現在）

資産の部資産の部 （計（計 １１９，６９，６００億円）００億円）

固定資産固定資産 １１９９,,０００億円０００億円

空港島空港島 ７７,,００００億円００億円

連絡橋連絡橋 １１,,６００６００億円億円

空港施設空港施設 ３３,,７００７００億円億円

建仮（２期島）建仮（２期島） ６６,,６００６００億円億円

その他資産その他資産 ６６００億円００億円

負債の部負債の部 （計（計 １１４４,,８８８８０億円）０億円）

社債社債 ７７,,７７６０億円６０億円

長期借入（有利子）長期借入（有利子） ４４,,７２７２０億円０億円

長期借入（無利子）長期借入（無利子） １１,,８６８６０億円０億円

その他その他 ５５４４０億円０億円

資本の部資本の部 （計（計 ４４,,７４７４０億円）０億円）

資本金資本金 ６６,,８９８９０億円０億円

累積損失累積損失 ▲２▲２,,１５１５０億円０億円

－ ８ －



７－２． 当社の経営状況 ～硬直的な収支構造～

（平成１６年３月３１日現在）

売上売上 ９６０９６０億円億円 航空系航空系 ４４１１０億円０億円 （４（４２２％）％）

非航空系非航空系 ５５５５０億円０億円 （５（５８８％）％）

費用費用 ８８２２０億円０億円 減価償却費減価償却費 ３３４４０億円０億円

固定資産税固定資産税等等 ８８０億円０億円

その他費用その他費用 ４４０００億円０億円

営業利益営業利益 １１５５０億円０億円

利払利払 ▲▲ ３３０００億円０億円 当期損失当期損失 ▲▲ ６６０億円０億円

補給金補給金 ９０９０億円億円

固定的経費固定的経費

７２０億円７２０億円

連結損益計算書

－ ９ －



７－３．当社の経営状況 ～平成１６年度中間決算時点～

（単位：億円）

（１） 平成１６年度中間連結決算
（単位：億円）

※端数処理の関係で合計が一致しない箇所がある。

経  常  損  益  推  移  表

△ 51 △  38
△  64

39

△  50

△  153
△  167

△  150

△  64

△ 200

△  100

0

100

Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ H１６

償  却  前  損  益  推  移  表

13 9 1 4 9

1 1 3

2 0 7

1 2 3

2 2 7 2 0 5
2 0 3

2 8 1

0

5 0

1 0 0

1 5 0

2 0 0

2 5 0

3 0 0

Ｈ １ ２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１ ５ H１６

１６年度中間期
 営業収益 ５２０
航空系収入 （　２３１）
非航空系収入 （　２８９）

 営業費用 ３９６
運営経費 （　２３２）
減価償却費（Ａ） （　１６５）

 営業損益 １２４
 営業外収益 　４６
 営業外費用 １３０
内　支払利息 （内　１２７）
内　繰延資産償却（Ｂ） （内　　　３）

 経常損益（Ｃ） 　３９
 償却前損益（Ｃ＋Ａ＋Ｂ） ２０７

※営業外収益には、政府補給金の半期分（４５億円）を含む。

（凡例） ・単位は億円 ・中間 ・期末
（2） 今期の通期見通し

年度当初に、想定より１年前倒しで開港以来初の経常黒字１７億円を計画。
これについては達成できる見通し。

－ １０ －



８．関空展望ホール「Sky View」、リニューアル第２展開へ

昨年７月に行った大幅ﾘﾆｭｰｱﾙに続き、本年７月、ﾘﾆｭｰｱﾙ第２展開を実施。

現在の展望ホール
（昨年７月のリニューアル後）

－ １１ －

↑昼間の賑わい

↓夜景（滑走路側）



９．案内サインの改善 ～文字の拡大、四カ国語表示化、色彩コード化～

○文字の大型化

○四カ国語表示化

主要なサインを４カ国語（日、英、中（簡

体字）、韓）で表示。

○ 色彩コード化

国際線 → 紺 国内線 → エンジ

商業施設 → 緑 その他 → グレー

（南北の表示を青（南）とｵﾚﾝｼﾞ（北）で表示） 【 ＜空港駅＞ 国内線・国際線誘導サイン 】

【 四カ国語表示 】 【 サインの大型化 】 【 ＜４階＞ 北出発口のバナー 】

－ １２ －



１０．お客様のニーズに応えたサービスの充実

○免税店「ブランドブティック店舗」の増設

１５年１２月に実施した総合免税店のリニューアルに
引き続き、ご好評頂いているブティック形式の店舗
大型化（一店舗当たり、３０㎡→６０㎡へ倍増）と
増設を実施。 ３月３１日、全店オープン。

その結果、
ブティック店舗は、２４０㎡→６３０㎡（2.6倍規模）と

○ 「シャワールーム」の新設

（１６年８月１２日、営業開始）

○ 「ペットホテル」の新設

（１６年４月２１日、営業開始）

国内空港で初。

－ １３ －

日本最大規模に拡充！

（次頁に各店舗の紹介）



－ １４ －
※ 青色部分 は、既存の総合免税店舗



○ 昨年１１月、ビル内に点在していた観光案内機能や旅行代理店機能を
一元化 （＝「観光情報ｾﾝﾀｰ」の設置）

→ 提供する情報の充実・積極的なＰＲイベントの開催

○ 訪日外国人向けの情報冊子（ﾌﾘｰﾍﾟｰﾊﾟｰ）の作成・配布

→ ＶＪＣ・地元・当社の共同制作
内容の適宜更新、対応言語数の更なる拡大

１１．関西空港における観光情報提供の強化

【観光情報センター】 【ﾌﾘｰﾍﾟｰﾊﾟｰ（５種類：英、韓、中（簡体字、繁体字）、仏）】

－ １５ －



○ 空港内では日本最大の定温庫を

持つ生鮮貨物上屋

供用予定：平成１７年７月

１２．貨物施設の大幅増強 ～日本最大規模の諸施設が関空に同時展開～

○ 国際貨物輸入上屋

供用予定：平成１７年７月

○ ほかにも、空港内では日本最大
の敷地面積となる輸出入一体型

のﾌｫﾜｰﾀﾞｰ貨物上屋も新設

→

←

－ １６ －



１３．地域と一体となった利用促進策の推進

○関西国際空港利用促進本部の設置 （本年３月）

・従来から当社は、地元関係者とともに様々な利用促進策を推進。

・更なる利用促進を図るため、地元経済界、地元自治体、国土交通省をはじめ、観光業界や航空

会社、鉄道会社など多岐にわたる分野の団体、会社にご協力頂けることになり、さる３月２７日、
第１回会合（本部長：秋山関経連会長）を開催。 （構成メンバーは、別紙参照）

・今後は、利用促進本部に設けられた実行委員会において、具体的な施策を推進。

（５月中を目途に第１回を開催予定）

・基本的には、従来から取り組んでいる利用促進策のフォローアップを引き続き行うとともに、本部
会議の際、秋山会長から提示された６つの事項（下記）を中心に取り組みを進めていく予定。

① 関空利用運動の拡充 ④ 関空アクセスの改善

② 関空ﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝの展開 ⑤ 関空の非航空系集客の拡大

③ 関空の際内乗り継ぎ機能の向上 ⑥ 国際物流戦略への対応

－ １７ －



役職 氏名 役職 氏名

関西経済連合会 会長 秋山喜久 専務理事 藤本明夫

国土交通省
航空局

航空局長 岩崎貞二 飛行場部長 本田　勝

国土交通省
近畿地方整備局

近畿地方整備局長 藤本貴也 企画部長 足立敏之

国土交通省
近畿運輸局

近畿運輸局長 谷口克己 企画振興部長 奈良平博史

国土交通省
大阪航空局

大阪航空局長 茨木康男 飛行場部長 松本清次

国土交通省大阪航空局
関西空港事務所

関西国際空港長 谷　寧久 総務部長 田中清美

大阪府 大阪府知事 太田房江 企画調整部長 綛山哲男

兵庫県 兵庫県知事 井戸敏三 県土整備部長 原口和夫

和歌山県 和歌山県知事 木村良樹 企画部長 髙嶋洋子

京都府 京都府知事 山田啓二 企画環境部長 藤城　進

奈良県 奈良県知事 柿本善也 企画部長兼観光交流局長 藤井賢一

大阪市 大阪市長 關　淳一 計画調整局長 箕田　幹

神戸市 神戸市長 矢田立郎 企画調整局長 大麻博範

京都市 京都市長 桝本賴兼 都市計画局長 大島　仁

大阪商工会議所 大阪商工会議所 会頭 野村明雄 専務理事 大野隆夫

神戸商工会議所 神戸商工会議所 会頭 水越浩士 専務理事 中西　均

京都商工会議所 京都商工会議所 会頭 村田純一 専務理事 小堀　脩

泉州市・町関西国際空港対策協議会
泉州市・町関西国際空港対策協
議会 会長（貝塚市長）

吉道　勇
幹事長
（貝塚市都市政策部長）

藤原龍男

関西国際観光推進センター
関西国際観光推進センター 会
長

南谷昌二郎 統括本部長 石本一生

㈶アジア太平洋観光交流センター
㈶アジア太平洋観光交流セン
ター 理事長

本田勇一郎 事務局長 加藤隆司

㈳日本旅行業協会
関西支部

㈳日本旅行業協会 関西支部長 鈴木孝三 事務局長 田端俊文

㈳全国旅行業協会
近畿地方協議会

議長 東田　正 議長 東田　正

㈱日本航空 ㈱日本航空 社長 新町敏行
㈱日本航空インターナショナル
㈱日本航空ジャパン
西日本地区支配人兼大阪支店

須藤　元

全日本空輸㈱ 全日本空輸㈱ 社長 山元峯生 執行役員大阪支店長 大西準次

スカイマークエアラインズ㈱
スカイマークエアラインズ㈱ 社
長

西久保愼一 副会長 井手隆司

西日本旅客鉄道㈱ 西日本旅客鉄道㈱ 社長 垣内　剛 常務執行役員営業本部長 土屋隆一郎

南海電気鉄道㈱ 南海電気鉄道㈱ 社長 山中　諄 常務取締役鉄道営業本部長 兜　秀昭

関西国際空港㈱ 関西国際空港㈱ 社長 村山　敦 副社長 平野忠邦

大阪府泉佐野市 市長公室長 泉谷善吉

泉佐野商工会議所 専務理事 坂上左近

利用促進本部 実行委員会

関西国際空港利用促進本部　　名簿
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